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東海市地域安全推進協議会会議録 

 

会議の名称 令和６年度（２０２４年度）第１回東海市地域安全推進協議会 

会議の種別 公開 

開催日時  令和６年（２０２４年）６月２４日（月） 

午後２時から午後３時まで 

開催場所  市役所３０２会議室 

出席委員  久野 裕明、中川原 一生、土田 将康、香村 茂、髙木 眞子、 

北村 智春、谷村 志浦、服部 幹史、蘆田 美絵、 

小野 宗雄、竹村 昇、阪田 華子、河村 善子 

欠席委員  小島 晴美、磯部 秀人、鯉江 美穂、秋山 真子 

       荒井 貴徳（代理出席：稲田 卓馬） 

事務局   総務部長、総務部危機管理監、交通防犯課長、交通防犯課統括主任、

同主任、同主事補 

傍聴人の数 ０人 

公開、非公開の別 公開 

会議の概要 

１ 開会のことば 

２ 市民憲章唱和 

３ 委嘱状交付 

４ 市長あいさつ 

５ 委員紹介 

６ 協議・報告事項 

⑴ 会長・副会長の選出について 

   指名推薦の方法により選出 

   会 長：服部 幹史（東海大府事業所防犯協会） 

 副会長：髙木 眞子（青少年育成センター運営協議会） 

⑵ 東海市地域安全活動行動計画の成果指標の推移について 

事務局による資料２の説明 

（会 長）令和元年から令和２年に設置した防犯カメラは何基あるのか。 

（事 務 局）令和元年からの二年間で、各コミュニティ１０基、計１２０基を設

置した。 
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（会 長）今後増設の予定はあるか。 

（事 務 局）当面の増設予定はない。 

防犯カメラについては東海警察署等と協議して設置場所を定めてお

り、新設が必要な箇所等については、防犯カメラの設置位置を見直

す等の対策で対応を予定。増設しなければ対応出来ない場合につい

ては、状況に応じて検討を行う。 

⑶ 令和６年度（２０２４年度）地域安全活動の重点施策及び主な事業 

事務局による資料３の説明 

（副 会 長）青色防犯パトロールの実施団体・実施台数が少なくなってきている

が、市として何か補助等を行っているか。 

（事 務 局）団員の高齢化等の理由もあって、青色防犯パトロール活動を廃止す

る団体があることは承知している。市としては、青色防犯パトロー

ル活動支援交付金を活動団体に交付しており、ガソリン代等の足し

として活用いただいている。 

⑷ 令和６年（２０２４年）１月から４月までの犯罪発生状況について 

事務局による資料４の説明 

東海警察署地域課長による最近の犯罪に関する傾向についての説明 

（地 域 課 長）自転車盗は太田川駅や高横須賀駅のような名鉄沿線の駐輪場や、マ

ンションの駐輪場で発生しており、共通して「無施錠であること」

が原因として考えられる。鍵をかけていれば防ぐことが出来たケー

スも多く、自転車盗を防ぐためには「鍵掛け」が重要である。 

自動車盗については、ランドクルーザーやプリウス、レクサスとい

った車種が狙われている。対策としては、ハンドルロックやタイヤ

ロック等の原始的な方法が最も効果的である。他にも、防犯カメラ

の設置やセンサーライト等、複数の対策を組み合わせることで被害

の発生を抑えることが出来ると考えている。 

昨今の特殊詐欺は、古典的な還付金詐欺以外にも、国際ロマンス詐

欺や投資詐欺等の SNS を利用した詐欺が増加している。国際ロマ

ンス詐欺とは、外国の方から SNS に突然通知が入り、友人関係・

恋愛関係に発展させ、来日するための費用等と嘯き、金銭を騙し取

る詐欺を指す。また、投資詐欺とは、有名なジャーナリスト等を名

乗って SNS で投資に勧誘し、最終的には金銭を振り込ませる詐欺
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を指すものである。突然著名人から SNS 等を介して直接連絡が来

ることはないため、そういった連絡があった場合は、詐欺であるこ

とを念頭に置いていただきたい。 

（委  員）盗まれた自転車は見つかることがあるのか。 

（地 域 課 長） 見つからない場合が多い。盗まれた自転車が乗り捨てられていた場

合、防犯登録や車両番号と照会し、被害届と一致した場合に限り、

見つかることもある。 

（委  員）自動車盗の場合はどうか。 

（生活安全課長代理）ランドクルーザーやハイエース等の大型車両は海外需要が高く、盗

難後、海外に売られてしまうと見つからない場合が多い。 

     プリウス等の消音性能が高い車両は、侵入盗等の別の犯罪に使用さ

れる場合があり、犯行に使われた車両として見つかる場合がある。 

７ その他 

 生活安全課長代理による資料５の説明 

 

協議・報告事項全体に関する質問 

 (委 員) 東海市の防犯カメラ設置台数は、周辺の市町と比べて多いのか。 

(事 務 局) 知多半島内において市町村が設置している基数としては多い方であ

る。 

(委 員) 防犯カメラの設置台数が多いということは、それだけ東海市が他市町

と比べて犯罪が起きやすいということか。 

(事 務 局) 本市は名古屋に近いことや高速道路に接していることから、地理的に

犯罪が起きやすい位置に存在している。通り掛かりに犯罪を起こして

去っていくことが容易な立地であるため、東海警察署と共に犯罪抑止

に努め、市民の皆さんと協調して防犯対策を行っていきたい。 

(委 員) 防犯対策について、市で補助等を実施しているか。 

(事 務 局) 東海市では令和５年度から、住宅侵入盗・自動車盗対策として防犯用

具購入費補助事業を実施している。補助金額は購入費の２分の１、上

限１６，０００円の補助となるので、是非活用していただきたい。 

(委 員) 補助事業について知らない人も多いと思うので、多くの人に周知して

欲しい。 

(事 務 局) 市広報誌で周知を図っているところではあるが、より多くの方に認識
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していただくよう方法を検討する。 

(委 員) 団地の運営管理団体が管理人室等に防犯カメラ等をつける場合、防犯

用具購入費の申請は可能か。 

(事 務 局) 団地にお住まいの方が自身の部屋に設置する場合は申請を受け付け

ているが、運営管理団体等からの申請は不可としている。 

８ 閉会の言葉 

 


